
すぐに発芽するしいたけブロックと違い
キクラゲブロックは発芽条件が厳しく時間もかかります。
温度・湿度などに気をつけて辛抱強く栽培してください。

●生キクラゲはゼラチン質で
　肉厚の歯ごたえがおいしいです。
　乾燥すると縮んでニカワ状になり、
　長期保存できます。
●生キクラゲの表面に白い粉が付着している
　場合がありますがカビではなく胞子です、
　さっと水洗いして必ず熱湯で30秒ゆがいて
　から調理して下さい。

中級者向け

きのこ栽培キクラゲブロック

直射日光をさけ日陰で風通しの良い場所
で栽培してください。

上記の温度と高湿度が続いた状態で
発芽しやすくなります。

いろんな料理で活躍！

30℃15℃～適温

　663-8136 兵庫県西宮市笠屋町20 -14 -803

きのこ
専門

1 ブロックを袋から出さずにカッター等で深さ5mm
の切込みを入れます。切込みが入った刺激により
キクラゲの発芽が促されます。 ブロックを袋から出さずに

側面に 2 本づつ切込みを
入れて下さい。
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2 切込みに芽が出るまで霧吹きで水をかけて下さい。
（朝・昼・夜）

お風呂場で栽培がおすすめです。
3 キクラゲブロックを深めのお皿に置き、乾燥を防ぐ
ために水を2センチ位入れ、大きめのビニール袋を
空気が入るようにふんわりとかけて下さい。

4 温度と湿度が適正なら 10 日～15 日で発芽し、
ゆっくり大きくなります。

5 キクラゲが垂れるほど大きく育ったら根元から切り
取って収穫して下さい。残った根元をブロック面ごと
えぐり取っていただいて、霧吹きしてもらうと、そこ
からまた発芽します。

栽培方法

発芽条件

夏季限
定

キクラゲ栽培に関するご質問・コメントはこちらまで

ご注文はこちらまで

きのこ専門
Kinoko-Ten

●Tel.C-Mail : 
●Fax : 
●E-Mail : 

090-8481-1377
0798-40-6973
kinokoten803@icloud.com


